企画書　　　　２０１１年７月２日　前期連盟総会
伝説のジロード最終章　～出でよ麺龍～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提供：東京学芸大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：藤野　俊

～はじめに～
　ジロードを駆け抜ける勇者達はもう幻影の彼方。そう、あれは２年以上も前の事。前回の無謀な冒険は小金井街道店で終わった。これは何を意味するのか･･･。勘の良い諸君ならすぐに気付いた筈だ。その通り、まさにアレなんだな。私の怠慢のせいでこの活動はまだ完結されていないんだな。だって二郎の聖地、三田本店への参拝がまだ済んでいないのだから。
当時の最強メンバーはすでに就職大魔王の陰謀によって、クリスタルのごとく輝くあの油まみれの麺・スープ・どんぶりを追い求めていた日々の記憶を忙殺され、社会の歯車になってしまった。そして地球上で散り散りになった。それはすなわち日本に「ジロリアン」という虚無を好んで捕食するエイリアンの蔓延を許してしまう結果を生んだ。ジロリアンは恐ろしいことに無意識のうちにあの匂いにつられ、行列に並んでいる。だからあなたにもすぐに分かるはずだ。私も先日、必殺「天地返し」を習得したばかりである。
時は満ちたなう。今こそ立ち上がる時なう。パーティ唯一の生き残りである私に再び闘志の炎がメラってきた。７つの虚無のクリスタルを集め、その中心地に伝説の麺ロンを鎮座させることにより、二郎に敬意を表すと共に、不意に現れる自らに秘められた二郎への渇望を断ち切る。そうすることにより、この麺ロンがジロリアンたちの間で評判となり、本当に伝説となりうる可能性もなくはない。なので新たな勇者たちを募集するよ。それでは、これより麺ロン鎮座の儀を執り行わせていただきます。
≪内容≫

あくまでも儀式。主に２３区内の二郎で、目ぼしい七店舗を選び、地図上で七芒星を描いたその中心地に麺ロンを鎮座させる。読図訓練も兼ねているかもしれない。鎮座させた後、三田本店までダッシュで向かい、二郎をありがたく食して儀の完了とする。もちろん七店舗それぞれで栄養補給をすべし、その後中心地へそれぞれ集結。

≪目的≫

・二郎を知り、虚無からの脱却をはかる。

・発祥の地である三田本店を食すことによって、不意に襲われる二郎への渇望を断ち切る。
・そんな二郎を神格化して祀る。この活動に終止符を打つ。
≪期間≫　未定　(９月中旬あたりを考えている)
その他もろもろ未定
バカなネタ活動に付き合ってくれる優しい物好きな隊員を募集します。
